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去
る
６
月
２
日
（
土
）、
北
星
学
園
大
学
後

援
会
総
会
及
び
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
約
１
２
５
名
の
会
員
の
皆
様
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
大
学
事
務
局
次
長
の
司
会
で
、
深
澤

秀
則
後
援
会
会
長
、
田
村
信
一
学
長
事
務
取
扱

（
顧
問
）
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
後
援
会
会
長

を
議
長
に
選
出
後
、
次
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
全
て
提
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
２
０
１
１
年
度
事
業
報
告

　

②
２
０
１
１
年
度
決
算
お
よ
び
監
査
報
告

　

③
２
０
１
２
年
度
事
業
計
画

　

④
２
０
１
２
年
度
予
算

　

⑤
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

①
②
③
④
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
２
ペ
ー

ジ
、
⑤
に
つ
き
ま
し
て
は
１
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

　

続
い
て
、
大
原
昌
明
経
済
学
部
長
か
ら
学
生

の
課
外
活
動
に
対
す
る
後
援
会
か
ら
の
援
助

や
、後
援
会
文
庫
の
寄
贈
に
係
る
お
礼
が
あ
り
、

各
学
部
長
よ
り
学
事
状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
就
職
講
演
会
を
今
年
度

も
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、株
式
会
社
ジ
ェ

イ
・
ブ
ロ
ー
ド
北
海
道
支
社
長
を
務
め
る
前
田
健

郎
氏
か
ら
、「
デ
ー
タ
か
ら
見
る
就
職
事
情
と

企
業
動
向
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
近
年
の

就
職
活
動
や
最
新
就
職
事
情
を
デ
ー
タ
か
ら
分

析
し
、
ど
う
支
援
す
べ
き
か
専
門
家
の
視
点
か

ら
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
子
様
の
就

職
活
動
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
情
報
が
得
に
く

く
、
こ
の
よ
う
な
就
職
講
演
会
は
皆
様
に
と
っ

て
大
変
貴
重
な
機
会
の
よ
う
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
、
小

グ
ル
ー
プ
ご
と
の
大
学
施
設
の
見
学
を
行
い
ま

し
た
。
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
フ
ロ
ア
の
あ
る
図
書

館
を
は
じ
め
、
チ
ャ
ペ
ル
や
体
育
館
、
Ａ
館
、

就
職
支
援
課
な
ど
主
な
施
設
の
み
の
見
学
で
し

た
が
、
施
設
見
学
は
普
段
大
学
の
校
舎
等
を
見

学
す
る
機
会
が
少
な
い
ご
父
母
の
皆
様
か
ら
の

要
望
が
大
変
多
く
、
熱
心
に
担
当
職
員
の
説
明

に
耳
を
傾
け
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
大
学
会
館
３
階
（
食
堂
）
に
て
立
食

形
式
で
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
、
大
学
教
職
員
と
ご
父

母
同
士
の
数
少
な
い
貴
重
な
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。
１
時
間
程
度
の
限
ら
れ
た
時
間
で
し

た
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
日
頃
お
子
様
と
関
わ
り
の
あ
る
先
生

達
や
同
じ
大
学
に
お
子
様
が
通
う
父
母
と
直
接

懇
談
出
来
た
こ
と
に
、
ご
満
足
い
た
だ
け
た
よ

う
で
す
。

　

来
年
も
よ
り
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

去
る
６
月
23
日
（
土
）、
北
星
学

園
大
学
校
舎
内
に
て
札
幌
地
区
で
の

第
１
回
父
母
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
就
職
関
係
の
相
談
は
早

い
時
期
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と

い
う
こ
と
で
、
３
・
４
年
次
（
短
大

は
２
年
次
）
を
対
象
に
札
幌
地
区
の

み
６
月
に
実
施
し
、
今
回
は
１
３
０

組
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
全
体
会
で
は
、
深
澤
秀
則
後

援
会
会
長
と
、
田
村
信
一
学
長
事
務

取
扱
よ
り
大
学
の
現
状
を
含
め
た
挨

拶
が
あ
り
、
次
に
大
原
昌
明
経
済
学

部
長
よ
り
資
料
に
基
づ
き
修
学
関
係

全
般
の
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
、
就
職
関
係
の
具
体
的
な
説
明

を
希
望
す
る
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
長
の

松
本
康
一
郎
教
授
か
ら
就
職
状
況
全

般
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
大
変

参
考
に
な
っ
た
と
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

個
別
懇
談
に
つ
き
ま
し

て
は
各
組
20
分
程
度
で
、

成
績
票
や
履
修
登
録
票
な

ど
の
資
料
に
基
づ
い
た
内

容
の
濃
い
も
の
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
お
子
様
か
ら

な
か
な
か
情
報
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
と
い
う
ご
父
母

の
皆
様
も
、
教
員
と
直
接

お
話
し
し
て
い
た
だ
い

て
、
大
学
で
の
お
子
様
の

様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き

安
心
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。
個
別
懇
談
ま
で
の
待

ち
時
間
に
は
、
控
室
に
て

履
修
関
係
資
料
や
キ
ャ
ン

パ
ス
ガ
イ
ド
等
の
閲
覧
、

ご
父
母
同
士
の
情
報
交
換

な
ど
が
な
さ
れ
、
空
き
時

間
を
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、就
職
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

例
年
通
り
個
別
懇
談
前
の
待
ち
時
間

や
面
談
終
了
後
に
就
職
支
援
課
に
て

行
い
ま
し
た
。
就
職
支
援
課
に
は
、

各
企
業
の
資
料
や
求
人
票
、
学
生
が

情
報
収
集
に
利
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
な

ど
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
見

て
触
れ
る
な
か
で
、
お
子
様
の
就
職

活
動
に
対
し
て
高
い
関
心
を
お
持
ち

に
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
父
母
懇
談

会
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
申
し
込

み
さ
れ
た
方
は
、
ご
確
認
の
上
、
お

忘
れ
な
く
ご
参
加
願
い
ま
す
。ま
た
、

申
し
込
み
は
既
に
締
め
切
っ
て
お
り

ま
す
が
、 

希
望
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

準
備
の
関
係
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
札
幌
会
場
以
外
の
地

区
は
8
月
6
日
（
月
）
ま
で
に
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

２
０
１
２
年
度

総
会
・
懇
親
会
開
催

就職講演会の様子

懇親会の様子

全体会の様子

2012（平成24）年度　北星学園大学後援会　役員名簿
会

長

深
澤
　
秀
則

副
会
長

佐
藤
　
順
子

高
谷
　
尚
子

監

事

梶
浦
　
尚
身

松
下
　
睦
子

在
学
生

父
母
理
事

小
山
　
泰
美

上
端
　
邦
夫

辻
　
　
裕
子

小
林
　
祥
子

手
代
木
　
隆

江
田
真
奈
美

広
岡
　
淳
子

出
田
田
鶴
子

高
橋
　
美
佳

小
野
瀬
一
記

北
守
　
裕
恵

矢
作
　
尚
子

藤
田
　
貴
子

古
市
　
俊
章

江
尻
　
昌
子

及
川
ひ
と
み

米
澤
　
結
花

我
妻
　
理
恵

渋
井
　
敏
紀

平
澤
　
建
一

福
田
ひ
ろ
み

百
井
　
宏
己

堤
　
　
淳
子

三
木
　
佳
子

川
瀬
　
弘
己

白
川
　
郁
子

杉
本
久
美
子

早
坂
　
良
子

眞
田
　
美
幸

相
馬
　
聖
人

山
端
　
和
子

眞
嶋
　
悦
子

本
宮
　
一
恵

奥
村
　
一
彦

清
水
美
香
子

同
窓
生
理
事

斉
藤
　
　
誠

中
村
　
一
寛

小
村
知
江
子

札
幌
地
区

父
母
懇
談
会
報
告

8月25日（土） 函 館 会 場 函館国際ホテル

8月26日（日） 苫小牧会場 グランドホテルニュー王子

9月 1 日（土） 旭 川 会 場 旭川グランドホテル

9月 2 日（日） 北 見 会 場 ホテル黒部

9月 8 日（土） 釧 路 会 場 釧路プリンスホテル

9月 8 日（土） 帯 広 会 場 帯広東急イン

10月27日（土） 札 幌 会 場 北星学園大学校舎（全学年対象）



北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り 　　第110号　　　　（2）2012年８月１日

１．2012年度　会員数見込

２．事業計画(案)
（１）教育・研究条件整備補助事業（会則第４条第１号）

①図書の充実のため「後援会文庫」に関する補助（但し、2012年度は書架の補助はしない）
②事務効率化のための事務用機器（事務部門に配置するPC等）の購入費補助
③教育用機器充実のための機器購入費補助（ウェイトトレーニング機器一式）

（２）教育研究活動補助事業（会則第４条第２号）

①教育・研究活動の充実のための補助（北星ビジネス通信印刷費に係る費用）
②教員の学術出版に対する補助

（３）学術講演会・学会補助事業（会則第４条第３号）

①北星学園大学英文学科卒英語教員研究協議会（卒業生の中学・高校教員と本学教員）の活動に対す
る補助

②北星教職ネットワーク（特別支援学校を中心とした現役教員として活躍する卒業生のネットワーク）
整備補助

③北星心理学フォーラムに対する補助
④北星学園大学ジェンダー研究会に対する補助
⑤北星・心コミラウンドテーブルに対する補助
⑥全国学会（含む北海道大会）の学内開催における補助

（４）地区別懇談会事業（会則第４条第４号）

①札幌地区〜全学部（文学部、経済学部、社会福祉学部、短期大学部）合同で開催（６月・10月）
※個別懇談開催前に学科別に控室を設けて軽食と飲物を提供し、父母同士の懇談ができるようにする。
６月は学部の３・４年次と短期大学部の２年次のみを対象に実施する。10月については全学年を
対象として実施する。

②北海道内主要都市等（函館、苫小牧、北見、旭川、帯広、釧路）で開催する。東京は､隔年開催を
続けていたが、参加者が極端に少なくなったので、当分の間休止することとした。将来、希望が出
てきた時に再検討する。また、実施方法については、個別懇談をスムーズに進めるために、例年と
同様に全体会の時は、概ね学科別に担当者を囲んで昼食を取りながら基本的な説明を行う。

（５）学生各種活動補助事業（会則第４条第５号）

①課外活動の充実のための備品購入
②大学祭に係る援助（開学50周年を記念して2012年度のみ増額）
③全国大会出場者への補助（個人及び団体に対して旅費交通費等の一部補助）
④サークル活動活性化に係る費用補助
⑤課外活動広告補助（大会等のプログラム広告掲出料）
⑥就職活動の充実のためにCDP講座講師料（13回分）、B-CATCH補助、エントリーシート添削補助、
SPI試験料補助、就職写真撮影用業者旅費負担、モギ就の補助

⑦国際交流活動の充実のための補助（短期招聘生への補助、交換留学生への渡航費補助、その他国際
交流事業全般について）

⑧奨学事業補助（成績優秀者奨励金補助）
⑨資格取得のための北星オープンユニバーシティ講座受講料補助（受講料の２割）
⑩学生ボランティア（被災地限定）

（６）広報活動事業（会則第４条第６号）

①「後援会だより」年４回発行
　　「学園報」を会員に送付する。（学園情報の提供）
②「会員台帳（名簿）」及び「後援会活動報告書」の作成

（７）その他の事業（会則第４条第７号）

①新入生への援助（ソーラー携帯充電器の提供）
②在学生への援助（同窓会等との共催による文化講演会、各種コンサート開催等）
③卒業生への援助（卒業祝賀会開催、卒業証書ホルダー、卒業記念品贈呈等）

３．事業基金取り崩し
①2012年度の大学50周年記念事業にて取り崩しを計画する。今年度、大学50周年に係る記念事業
　（チャペル音響設備を含むパイプオルガン及びピアノの寄贈）のために執行する。

４．事業基金繰り入れ
特になし

１．会議の開催状況
①2011年５月27日（金）　第1回　役員会　開催
　（於：札幌ガーデンパレス）� 41名出席
②2011年６月11日（土）　総　会・懇親会　開催
　（於：大谷地キャンパス）

総会　112名出席　　懇親会　87名出席
③2012年１月18日（水）　第２回　役員会　開催
　（於：札幌ガーデンパレス）

役員会　40名出席　　懇親会　40名出席

２．予算執行状況
（１）教育・研究条件整備補助事業 

●「後援会文庫」
・後援会寄贈図書� 1,999,720円
・書架� 476,280円
●事務用機器補助
・事務用機器補助� 1,800,000円
●教育用機器補助
・教育用機器補助� 3,000,000円

（２）教育・研究活動補助事業
・クリスマスツリー電飾ライト� 500,000円
・北星ビジネス通信� 300,000円
●学術出版補助
・｢京都人が北海道に住みついた理由｣（濱保久教授）� 871,500円
・｢オーラルヒストリーの理論と実践｣（吉田かよ子教授）� 498,960円
・｢社会福祉の理論と実践への視覚｣（米本秀仁教授）� 998,960円
・｢北海道民間説話＜生成＞の研究｣（阿部敏夫教授）� 1,000,000円
・｢ペダゴジーの探究｣（鈴木剛教授）� 1,000,000円
・｢憲法と国際規律｣（齊藤正彰教授）� 1,000,000円

（３）学術講演会・学会補助事業
●北星英研補助� 50,000円
●北星教職ネットワーク� 197,343円
●北星心理学フォーラム� 100,000円
●北星学園大学ジェンダー研究会補助� 130,000円
●北星・心コミラウンドテーブル補助� 170,000円
●学会補助
・文　学　部　伊藤　　章　教授
　　　　　　　　「日本アメリカ文学会」� 40,000円
・文　学　部　高橋　克依　教授
　　　　　　　　「北海道地域文化学会」� 110,000円
・経 済 学 部　韓　　文熙　准教授
　　　　　　　　「商品開発・管理学会」� 200,000円
・社会福祉学部　杉岡　直人　教授
　　　　　　　　「北海道地域福祉学会」� 200,000円
・社会福祉学部　岡田　直人　准教授
　　　　　　　　「北海道社会福祉学会」� 200,000円
・短期大学部　藤原　里佐　教授
　　　　　　　　「北海道子ども学会」� 170,000円

・文　学　部　江口　　均　准教授
　　　　　　　　「全国語学教育学会」� 0円

（４）地区別父母懇談会事業
●経費総額� 6,593,440円

（５）学生各種活動補助事業
●課外活動補助
・全国大会出場補助（チアダンス、合気道、硬式庭球、ハンド
ボール、軽音楽、放送研究会、競技ダンス、少林寺拳法、バ
レーボール、ラクロス、スキー、陸上競技）� 2,932,810円
・課外活動広告補助（硬式野球、ハンドボール、アイスホッ
ケー、吹奏楽、クラッシクバレエ）� 86,000円
・大学祭援助金� 300,000円
・大学祭テント、ブース他� 2,163,000円
・学内団体援助金� 3,474,000円
・課外活動補助（ビデオカメラ、柔道畳他）� 594,450円
●就職活動補助
・B-CATCH運用補助� 2,625,000円
・就職支援セミナー他� 2,874,290円
・エントリーシート添削・SPI補助� 1,691,200円
●国際交流活動補助
・国際交流活動、派遣留学生への奨学金補助� 6,000,000円
●奨学事業補助
・成績優秀者奨励金補助� 6,680,000円
●北星オープンユニバーシティ受講料補助
・オープンユニバーシティ受講料補助� 5,950,600円
●北星オリジナルイベントブルゾン� 500,000円
●ボランティア活動（被災地限定）� 2,500,000円

（６）広報活動事業
●後援会だより発行（年4回）
　（第105号６／１、第106号８／１、第107号12／１、第108号３／15）

2,716,051円
●後援会会員台帳（名簿）� 20,000円

（７）その他の事業
●事務運営費� 351,684円
●役員会・総会・懇親会� 1,367,226円
●事業基金への繰入� 5,000,000円
●大学行事助成費
・新入生への記念品� 1,610,000円
・卒業記念祝賀会、卒業記念品贈呈、卒業証書用ホルダー

13,298,940円
・文化事業援助（オペラ、オータム、加島祥造、駒ヶ嶺ゆかり
コンサート謝礼）� 1,230,554円

３．入会状況
在学生父母　4,195名、同窓生　６名　（計4,201名）

開催地 日　程 会　　場 教職
員数

　　　　　　　　　　参加組数（人数） ※（　　）：実人数
英文 心コ 経済 経情 経法 福計 福臨 福心 短英 短生 合　計

札 幌 ７／ ２（土） 北 星 学 園 大 学 56 20 14 32 19 15 8 10 8 7 3 136 （184）
函 館 ８／27（土） ロワジールホテル函館 14 2 4 5 0 2 1 2 1 1 2 20 （28）
苫小牧 ８／28（日） グランドホテルニュー王子 9 0 0 2 0 2 0 2 1 4 0 11 （15）
北 見 ９／ ３（土） ビ ッ ツ ア ー ク ホ テ ル 14 5 0 7 0 6 0 1 2 2 0 23 （29）
旭 川 ９／ ４（日） 旭 川 グ ラ ン ド ホ テ ル 17 7 4 9 2 5 3 3 5 2 3 43 （54）
帯 広 ９／10（土） と か ち 館 13 2 2 4 2 5 3 2 0 3 0 23 （28）
釧 路 ９／11（日） 釧 路 プ リ ン ス ホ テ ル 9 3 0 3 0 0 1 5 3 0 0 15 （21）
札 幌 10／29（土） 北 星 学 園 大 学 68 31 7 30 24 18 10 6 13 16 9 164 （215）

合　　計 200 70 31 92 47 53 26 31 33 35 17 435 （574）

在学生父母� 4,208名
同　窓　生� ６名

4,214名

2012（平成24）年度　北星学園大学後援会 事業計画2011（平成23）年度　北星学園大学後援会 事業報告　2012年３月31日現在

2012（平成24）年度　北星学園大学後援会 予算2011（平成23）年度　北星学園大学後援会 決算
【収入の部】� 2012年３月31日現在【収入の部】� 2012年３月31日現在

【支出の部】【支出の部】

科　　目 2012年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

会 費 83,420,000 ▲　540,000 在学生父母4,208名・同窓生６名　計4,214名（兄弟減免による会費返還40名分　800,000円返還）
受 取 利 息 7,000 ▲　980
雑 収 入 0 0
寄 付 金 0 0
会 費 前 受 金 0 0
前 年 度 繰 越 金 6,735,102 ▲　1,604,658

計 90,162,102 ▲　2,145,638

科　　目 2011年度
予　　　算

2011年度
決　　　算 増　減 摘　　　　要

会 費 82,560,000 83,960,000 1,400,000 在学生父母4,202名・同窓生６名（兄弟減免による会費返還7名分140,000円返還）計　4,201名
受 取 利 息 10,000 7,980 ▲2,020
雑 収 入 0 0
寄 付 金 0 0
会 費 前 受 金 0 0
前 年 度 繰 越 金 8,339,760 8,339,760 0

計 90,909,760 92,307,740 1,397,980

会則条項 科　　目 2012年度
予　　　算 決算対比 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

2,000,000 ▲　476,000 後援会文庫
1,800,000 0 事務用機器補助
15,029,700 12,029,700 教育用機器補助（ウェイトトレーニング機器一式）

（小計） 18,829,700 11,553,700

〃第２号 教育・研究活動補助
300,000 ▲　500,000 教育研究活動補助（北星ビジネス通信）

2,000,000 ▲　3,369,420 学術出版補助（予定２件）　
（小計） 2,300,000 ▲　3,869,420

〃第３号
学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

50,000 0 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 2,657 北星教職ネットワーク補助
100,000 0 北星学園大学心理学フォーラム補助
130,000 0 北星学園大学ジェンダー研究会補助
170,000 0 心コミラウンドテーブル補助

1,120,000 200,000 全国学会学内開催補助（予定７件）
（小計） 1,770,000 202,657

〃第４号 地区別父母懇談会費 7,000,000 406,560 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､旭川､帯広､釧路）

〃第５号
学 生 各 種
活 動 補 助

1,800,000 1,205,550 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
500,000 200,000 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 37,000 課外活動補助（大学祭　テント・ブース等）
350,000 262,830 課外活動補助（全国大会個人）

3,000,000 154,360 課外活動補助（全国大会団体）
3,500,000 26,000 サークル活動活性化補助
150,000 64,000 課外活動広告補助

2,625,000 0 就職活動補助（B-CATCH補助）
4,263,000 1,388,710 就職活動補助（CDP講座講師料、企業情報提供料、就職試験用写真撮影業者旅費、モギ就）
1,760,000 68,800 就職活動補助（エントリーシート添削補助、SPI試験受験料）
6,000,000 0 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生受入れ、派遣留学生への補助）
3,970,000 ▲　2,710,000 奨学金事業補助（成績優秀者学業成績奨励金補助）
6,400,000 449,400 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助

0 ▲　500,000 北星オリジナルイベントブルゾン
2,500,000 0 ボランティア活動（被災地限定）

（小計） 39,018,000 646,650

〃第６号 広 報 活 動 費
3,000,000 283,949 後援会だより発行費（年４回発行）
20,000 0 会員台帳・活動報告書作成費等

（小計） 3,020,000 283,949

〃第７号

事 務 運 営 費
400,000 47,686 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,400,000 32,774 役員会・総会・懇親会　等
（小計） 1,800,000 80,460

後 援会事業基金 0 ▲　5,000,000

大 学行事助成費

1,568,000 ▲　42,000 新入生への援助（ソーラー携帯充電器）
8,400,000 30,210 卒業生への援助（３月卒業記念祝賀会開催）
200,000 20,000 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

3,780,000 0 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
970,000 850 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,300,000 69,446 文化事業援助（オペラコンサート、オータムコンサート、安田侃講演会、チャペルコンサート）
（小計） 16,218,000 78,506

予　備　費 206,402 206,402
次年度繰越金 0 ▲　6,735,102

計 90,162,102 ▲　2,145,638

会則条項 科　　目 2011年度
予　　　算

2011年度
決　　　算 増　減 執行率 摘　　　　要

第 ４ 条
第 １ 号

教 育・研 究 条 件
整 備 補 助

2,476,000 2,476,000 0 100.0％ 後援会文庫、書架
1,800,000 1,800,000 0 100.0％ 事務用機器補助
3,000,000 3,000,000 0 100.0％ 教育用機器補助（マルチメディアAV機器一式ほか）

（小計） 7,276,000 7,276,000 0 100.0％

〃第２号 教育・研究活動補助
800,000 800,000 0 100.0％ 教育研究活動補助（ツリー電飾ライト、北星ビジネス通信）

5,370,000 5,369,420 580 100.0％ 学術出版補助（予定６件）　
（小計） 6,170,000 6,169,420 580 100.0％

〃第３号 学 術 講 演 会 ・
学 会 補 助

50,000 50,000 0 100.0％ 北星学園大学英語教員研究会補助
200,000 197,343 2,657 98.7％ 北星教職ネットワーク補助
100,000 100,000 0 100.0％ 北星学園大学心理学フォーラム補助
130,000 130,000 0 100.0％ 北星学園大学ジェンダー研究会補助
170,000 170,000 0 100.0％ 心コミラウンドテーブル補助

1,020,000 920,000 100,000 90.2％ 全国学会学内開催補助（予定７件）
（小計） 1,670,000 1,567,343 102,657 93.9％

〃第４号 地区別父母懇談会費 7,200,000 6,593,440 606,560 91.6％ 後援会地区別父母懇談会費（札幌､函館､苫小牧､北見､
旭川､帯広､釧路）

〃第５号 学 生 各 種
活 動 補 助

1,800,000 594,450 1,205,550 33.0％ 課外活動補助（その他課外活動備品補助等）
300,000 300,000 0 100.0％ 課外活動補助（大学祭援助）

2,200,000 2,163,000 37,000 98.3％ 課外活動補助（大学祭　テント・ブース等）
350,000 87,170 262,830 24.9％ 課外活動補助（全国大会個人）

1,500,000 2,845,640 ▲ 1,345,640 189.7％ 課外活動補助（全国大会団体）
3,500,000 3,474,000 26,000 99.3％ サークル活動活性化補助
150,000 86,000 64,000 57.3％ 課外活動広告補助

2,625,000 2,625,000 0 100.0％ 就職活動補助（B-CATCH補助）

2,884,000 2,874,290 9,710 99.7％ 就職活動補助（CDP講座講師料、企業情報提供料、就
職支援課用TV、就職試験用写真撮影業者旅費）

1,448,000 1,691,200 ▲ 243,200 116.8％ 就職活動補助（エントリーシート添削補助、SPI試験受験料）

6,000,000 6,000,000 0 100.0％ 国際交流活動補助（中国・韓国・台湾からの短期研修生
受入れ、派遣留学生への補助）

7,200,000 6,680,000 520,000 92.8％ 奨学金事業補助（成績優秀者学業成績奨励金補助）
6,600,000 5,950,600 649,400 90.2％ 北星オープンユニバーシティ講座受講料補助
500,000 500,000 0 100.0％ 北星オリジナルイベントブルゾン

2,500,000 2,500,000 0 100.0％ ボランティア活動（被災地限定）
（小計） 39,557,000 38,371,350 1,185,650 97.0％

〃第６号 広 報 活 動 費
3,100,000 2,716,051 383,949 87.6％ 後援会だより発行費（年４回発行）
20,000 20,000 0 100.0％ 会員台帳・活動報告書作成費等

（小計） 3,120,000 2,736,051 383,949 87.7％

〃第７号

事 務 運 営 費
550,000 352,314 197,686 64.1％ 事務運営費（郵送料・資料印刷・振込手数料・後援会備品類・その他）

1,600,000 1,367,226 232,774 85.5％ 役員会・総会・懇親会　等
（小計） 2,150,000 1,719,540 430,460 80.0％

後 援会事業基金 5,000,000 5,000,000 0 100.0％

大 学行事助成費

1,610,000 1,610,000 0 100.0％ 新入生への援助（SDカードリーダ付ボールペン）
8,427,000 8,369,790 57,210 99.3％ 卒業生への援助（３月卒業記念祝賀会開催）
200,000 180,000 20,000 90.0％ 卒業生への援助（前期末卒業記念祝賀会開催）

3,940,000 3,780,000 160,000 95.9％ 卒業生への援助（卒業記念PHOTOBOOK）
980,000 969,150 10,850 98.9％ 卒業生への援助（卒業証書ホルダー）

1,500,000 1,230,554 269,446 82.0％ 文化事業援助（オペラコンサート、オータムコンサート、
加島祥造講演会、チャペルコンサート）

（小計） 16,657,000 16,139,494 517,506 96.9％
予　備　費 2,109,760 　 2,109,760
次年度繰越金 0 6,735,102 ▲ 6,735,102

計 90,909,760 92,307,740 ▲ 1,397,980

【後援会事業基金積立会計】【後援会事業基金積立会計】

2011年度末残高 2012年度予算額 2012年度末
見　込　額2012年度繰入額 2012年度取崩額

事業基金 0 25,552,350
受取利息 60,388
計 88,517,770 60,388 25,552,350 63,025,808

2010年度末残高 予算額 決算額 2011年度末残高 摘　　要2011年度繰入額 2011年度取崩額 2011年度繰入額 2011年度取崩額
事業基金 5,000,000 0 5,000,000 0
受取利息 98,791 98,791
計 83,418,979 5,098,791 0 5,098,791 0 88,517,770



北 星 学 園 大 学 後 援 会 だ よ り（3）　　　　第110号 2012年８月１日

体育祭を終えて

 安田侃氏　講演会

 真貝裕司氏　オータムコンサート

下記の通りコンサートと講演会を実施いたします。
入場無料ですので、どうぞお越しください。
申し込み方法及び時間はそれぞれ異なりますので十分にご留意ください。

〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
北星学園大学同窓会事務局　TEL：891−2731　FAX：892−6097

日　時：11月3日（土）開場10時00分
　　　　　　　　　　　 開演10時30分
場　所：北星学園大学　図書館棟４階A教室

テーマ：「人生を愛することは、
平和を作ること」

日　時：11月3日（土）午後2時から
場　所：北星学園大学　チャペル
※演奏予定曲目　リベルタンゴ
　　　　　　　　カスタネット協奏曲「ファンダンゴスに基づく協奏的変容」
　　　　　　　　クラリネットをこわしちゃった

　　　　　　　 e-mail： dousoukai@hokusei.ac.jp
（電話受付　平日９：00〜17：00）

連絡先

【安田侃氏　講演会】
　●図書館棟４階A教室

　往復ハガキの［往信裏面］に①講演会希望、②氏名、③住所、④電話番号、[返
信表面]にご自分の住所・氏名を明記し、〒004−8631　札幌市厚別区大
谷地西２丁目３番１号　北星学園大学同窓会事務局へお送りください。
　申込み多数の場合は抽選となります。当日は返信用ハガキをご持参ください。

【真貝裕司氏　オータムコンサート】
　●大学チャペル

　「オータムコンサート希望」と明記のうえ、「氏名、電話番号、参加希望人数」
をお書きになり、ハガキ、FAX、e-mail、又はお電話にて下記までお申し
込みください。なお、整理券等は発行しておりませんので、お申し込みをさ
れた方は当日直接、大学チャペルまでお越し下さい。定員に達し次第、受付
をお断りする場合もございますのでご了承ください。
※なお、小さなお子様の入場はご遠慮ください。

お車でのご来場はご遠慮願います。公共交通機関のご利用をお願いいたします。

お申し込み方法について

北星学園大学からお知らせ

2012 年度　成績優秀者学業奨励生（学籍番号順）

英　 文　 学　 科
0901132
0901113
0901093
0901066
0901019
1001085
1001079
1001073

1001070
1001055
1101116
1101064
1101044
1101027
1101014

心 理・ 応 用 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 学 科

0908095
0908071
0908038
0908033
0908012
1008081
1008066
1008065

1008031
1008002
1108090
1108087
1108077
1108048
1108010

経　 済　 学　 科
0903179
0903131
0903123
0903110
0903084
0903029
0903007
1003193
1003163
1003156
1003145

1003134
1003119
1003011
1103162
1103159
1103094
1103081
1103073
1103047
1103025

経 営 情 報 学 科
0904117
0904111
0904085
0904051
0904001
1004099
1004038
1004037

1004007
1004001
1104097
1104077
1104073
1104055
1104040

経 済 法 学 科
0909132 0909120

0909082
0909018
0909009
1009125
1009085
1009032
1009012

1009010
1109107
1109102
1109048
1109030
1109008

福 祉 計 画 学 科
0905070
0905063
0905061
0905019
0905001
1005076
1005069
1005056

1005048
1005010
1105040
1105038
1105033
1105030
1105005

福 祉 臨 床 学 科
0906067
0906059
0906036
0906014
0906004
1006105
1006104
1006087

1006056
1006017
1106084
1106073
1106063
1106030
1106028

福 祉 心 理 学 科
0907066
0907062
0907044
0907034
0907011
1007070
1007043
1007041

1007035
1007012
1107069
1107045
1107036
1107014
1107010

英 文 学 科（ 短 大 部 ）
1171115
1171067
1171037

1171036
1171016
1171005

生活創造学科（短大部）
1172079
1172069
1172065

1172056
1172007

第51回大学祭実行委員会

委員長　　増子　裕太

　

今
年
度
の
体
育
祭
は
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
全
競
技
の
日
程
を

無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
参
加
者

の
方
々
に
思
い
切
り
体
育
祭
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に

と
の
意
を
込
め
、
今
年
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
ワ
イ
ル
ド
に
全

力
投
球
だ
ぜ
ぇ
！
」
と
致
し
ま

し
た
。
例
年
通
り
各
競
技
素
晴

ら
し
い
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
選
手
の
皆

さ
ん
は
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
例

年
同
様
各
サ
ー
ク
ル
・

有
志
の
皆
様
か
ら
多

大
な
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
円
滑
な
運
営
、

公
平
な
審
判
で
競
技

が
行
わ
れ
、
無
事
成

功
を
収
め
ら
れ
た
こ

と
に
関
し
ま
し
て
は
、

大
学
祭
実
行
委
員
一
同
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ

し
て
、
今
年
も
北
星
学
園
大
学

同
窓
会
の
方
々
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
き
、
大
学
と
同
窓
会
と
が

一
体
と
な
っ
て
体
育
祭
を
運
営

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
皆
様
の
思
い
出
に
残

る
よ
う
な
体
育
祭
に
す
る
た
め

に
、
我
々
大
学
祭
実
行
委
員
一

同
、
今
年
の
成
果
を
も
と
に
、

反
省
を
生
か
し
て
よ
り
円
滑
な

運
営
を
目
指
し
努
力
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
に
は
今
年
も
星

学
祭
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
な
大
学
祭
と
な
る
よ
う

現
在
鋭
意
準
備
中
で
す
。是
非
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

白熱する試合

歓喜の胴上げ

受 付 開 始 日 に つ い て

安田侃氏講演会
　●10月1日（月）より受付開始
　　申込締切は10月10日（水）まで
　　返信ハガキの発送は10月19日（金）頃を予定しております

真貝裕司氏　オータムコンサート　
　●10月15日（月）より開始
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　東日本大震災につきまして昨年度、大学では４弾にわたりボランティ
ア派遣を行いました。第１弾（４月）は、風月（株）と協働で岩手県釜
石市の避難所等での炊き出し活動へ学生 17 名、教員２名が参加。第２
弾（７月）は、キリスト教会が支援する岩手県大槌町安渡小学校避難所
への炊き出し活動へ学生８名、教員１名が参加。第３弾（８〜９月）は、

岩手県立大学とＮＰＯ団
体との協働で開催された
「GINGA− NETプロジェ
クト」へ学生 28 名が参加。
第４弾（２〜３月）には、
岩手県現地支援団体の「遠
野まごころネット」へ学
生 41 名、教会支援の岩手
県野田村仮設住宅訪問活
動へ学生６名が参加し、
100 名の学生を現地に派遣

しました。皆様のお支え
により、これらの活動が
できた事をこの場をかり
て感謝申し上げます。
　学生たちは、被災され
た方からあたたかい言葉
をもらって励まされ、ま
た震災被害の現状を前に、
驚き、悲しみ、そして自
分たちにこれから何ができるのだろうか、という問いを与えられてボラ
ンティアから帰って来ています。そして昨年 11 月に、ボランティア参
加経験者を中心に、自分たちが企画運営をしてボランティアを派遣する
側になろう、と北星学園大学学生支援ネット（略して北星ネット）が結
成され、第４弾派遣を成功させ、現在、夏に約 30 名の学生を派遣する
準備を進めております。被災地の現状はまだまだ変わりません。これか
らもご支援をよろしくお願い致します。大槌町被災地視察

ほかのボランティアと一緒に

　
夜
空
を
彩
る
美
し
い
花
火
に

涼
し
さ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
今
月
末
よ
り
地
区
別

父
母
懇
談
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
事
務
局
で
は
、
父
母
懇
談

会
に
向
け
て
只
今
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
参
加

さ
れ
た
皆
様
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
来
て
よ
か
っ
た
」、

「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
い
う

声
を
数
多
く
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
も
多
く
の
ご
父
母
の

皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
各

会
場
で
お
会
い
出
来
る
こ
と
を

心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。（

後
援
会
事
務
局
　
大
野
）

募
金
の
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
５
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で

（
敬
称
略
）

北
星
学
園
大
学

教
育
振
興
寄
付
金
ご
芳
名

寄
付

☆
大
学
・
短
期
大
学
部

　
（
父
母
・
一
般
・
理
事
・
旧
教
職
員
・
教
職
員
）

堀
川
　
　
寛
　
　
五
十
嵐
守
正

奥
山
　
清
孝
　
　
髙
木
　
　
理

鷹
野
　
正
義
　
　
今
　
　
嗣
王

原
　
　
正
明
　
　
森
居
　
則
男

眞
嶋
　
　
明
　
　
大
澤
　
昭
仁

齋
藤
　
　
武
　
　
野
田
　
光
雄

長
谷
川
　
豊
　
　
本
間
　
　
浩

清
水
　
靖
則
　
　
白
川
　
　
衛

佐
藤
　
昌
和
　
　
小
鷹
　
政
志

英
文
学
読
書
会
　

㈱
共
友
資
材
　
代
表
取
締
役
　
上
山
　
勝
正

酒
井
　
玲
子
　
　
大
津
　
忠
行

金
井
　
新
二
　
　
濱
　
　
保
久

古
谷
　
次
郎
　
　
谷
　
さ
つ
き

川
原
　
靖
彦
　
　
蓑
内
　
　
豊

豊
村
　
和
真
　
　
中
路
　
貴
彦

　北星学園大学「開学50周年記念公開講座」の受講を希望される方は、氏名、
年齢、郵便番号、住所、電話番号をご記入の上、ハガキでお申込みください。
●お申込先：〒004−8631　札幌市厚別区大谷地西２丁目３番１号
　　　　　　北星学園大学　広報課　「開学50周年公開講座」係
●お申込受付期間：2012年８月１日（水）〜８月31日（金）（当日消印有効）
　　　　　　（ハガキのみでの受付となります）
●受 講 料：無料

●定　　員：150名（全５回のうち３回以上の受講が可能な方）
　受講者は、抽選により決定させていただきます。受講決定者には、申込〆切後、
受講票をお送りします。受講票の発送をもって、発表に代えさせていただきます。
　２会場（北星学園大学・青少年科学館）ともお車でのご来場は、ご遠慮願い
ます。公共交通機関でのご利用をお願いいたします。

●会　　場：札幌市青少年科学館（プラネタリウム）（第２回）
　　　　　　北星学園大学（第１回・第３回〜第５回）

お　申　し　込　み　方　法


